附 けが 確か なれば 確かなる だけ、 真実と は、 とも すれ 

ば 遠の きがち になって 居る、 様々 な 場合 を 想 ひ 起され 

るで あらう。 

力 ャブキ 力 タキ 

康正ニ 年の 萱振 合戦に、 敵 どうしに 分れた 両畠 山、 旗 

の 色 同じくて、 敵 御 方の 分ち のっき かねる 処 から、 政 

長 方で 幟 をつ けたの が、 本朝 幟の 始め (南朝 紀伝) と 

言 ふ 伝へ など も、 信ずべ くば、 此 頃が 略、 後世の 幟の 

完成した 時期、 と 言 ふ 点 だけで ある。 

のぼり はた 袖 (相 国 寺 塔 建立 記) と 言 ふ 語が、 つゆ 紐 

の孔を 乳に した、 幟 旗 風の 物と 見る 事が 出来れば、 其 

傍証と なる 事が 出来る 訣 である。 千 幾 百年 前の 死語の 



てゝ、 陣備へ をした なすみ 松 合戦の 記録 (大友 興廃 記) 

が あるから、 空への 上り 等い ふ、 考へ 落ちめ いた 事 を、 

証拠に 立てよう とする 人 も あるか も 知れぬ。 併し 遺憾 

な 事に は、 此 頃の 幟が、 今の 幟と 似た 為 立ての 物なら 

「蟬 口」 に 構へ た 車の 力で、 引きの ぼす 害 はない。 さす 

れば、 幟 だけが 「上り」 と 言 ふ 名 を 負 ふ、 特別の 理由 

はなくなる。 思 ふに 「上り」 を 語原と 主張す る 為に は、 

五月幟 風の 吹き 貫き. 吹き流しの 類 を 「のぼり」 と 言 

うた 確かな 証拠が 見出されてから、 復の御 相談で ある。 

今では、 既に 亡びて 了うた 武家 頃の ある 地方の 方言で 

あつたの だら う、 としか 思案が つかぬ ので ある。 



二 まとい の 意義 



おなじ 様な 事 は、 まといの 上に も ある。 火消しの まと 

M ばか リを 知った 人 は、 とかく 纏の 字 を 書く ものと 

信じて 居られよ うが、 既に 「三才 図会」 あたりに も、 

※ 〔# 「巾+ 正」、 219-12 幟 • 纏 幟 • 円居な ど、 宛て、、 

正字 を 知らず と言うて ゐる。 併し、 一応 誰し も 思 ひつ 

く 的の 方面から、 探り をお ろして 見る 必要が あらう。 

的と 言 ふ 語 は、 いくはな ど、 は 違うて、 古く は 独り 立 

ちす るよりも、 熟語と なって 表現 能力が 全う 出来た 様 



である。 又、 近代で も、 必し もまと おと 言 ふ 形 を、 長 

音 化する 方言 的の もの、 と 言 ひき つても 了 はれぬ 様で 

ある。 尠くとも、 的 • 的 居 は 一 つで、 其 的 居の 筋 を 引 

いた 物が、 戦場に 持ち出した まといで ある、 と 言 ふ 仮 

説 だけ は 立ち 相で ある。 けれども、 纏 屋次郎 左 衛門か 

ら、 六十 四 組の 町 火消しに 供給した 的と 謂 は > 言 はる 

べき、 形の 上の 要素 を 多く 具へ た、 馬 簾つ き、 白 塗り 

多面体の 印 をつ けた、 新しい 物を考 へに 置いて か、 る 

事 だけ は、 控 へねば ならぬ。 

徳川 氏が 天下 をと つた 時分が、 まといの 衰へ 初めと 考 

へても、 大した 間違 ひ は 無 さ 相で ある。 「武器 短歌 図 



考」 を 見る と、 だし (竿頭の 飾り) に 切 裂き • 小馬 簾 

をつ け、 竿 止めに 菊綴ぢ 風に 見える 梵天 様の 物 をつ け 

たのが 円居で、 蟬 口に 吹き流し をつ けたの を 馬 印と 

して ゐ るが、 事実 は、 そんなに 簡単に 片づく 物で はな 

かった 様で ある。 此は、 馬 印が まと い の 勢力 を 奪うた 

ので、 段々 まといが 忘れられて 来た 為で ある。 

右に 馬 印と した 物 を 纏と 記した 上に、 吹き流し を剩 

き 貫きに した、 V けの 物 を 馬 印と して 並べて ゐる 「弘前 

軍符」 の 類 も ある。 此は、 まといが 忘れられる 前に、 

まづ馬 印と 混同して、 馬 印 は 栄えて 行き、 まとい は 家 

によって は、 形式の 少し 変った さし 物の 名に、 固定し 



て 残った ものと 見るべき であらう。 大様 は、 徳 川の 初 

めに はまと い • 馬 印 を ごつ ちゃに し、 其 中頃に は、 ば 

^^が 馬 印の、 又の名と 言 ふ 風に なって 来たの だ。 

思 ふに、 自身 • 自分 . 自身 さし 物 (幣束から 旗 さし 物 

へ 参照) など 言 ふの が、 まといの 後の 名と して、 一般 

に 通用した もので、 勝手に 従うて は、 家々 で まといと 

言 ふ 事 もあった ので あらう。 「三才 図会」 のまと い の 

絵な ども、 今の 人の 考 へる 續 など、 は 全く 違うた、 三 

段 笠 を 貫いた 棒の 図が 出して ある。 此は 「甲 陽 軍鑑」 

の 笠の 小 まといで 見ても 知れる 様に、 まといの 中で、 

類の 多い 物で あつたと 見える。 



北条 家の 大道 寺 氏の 小 まとい は、 九つ 提燈 であった (甲 

陽 軍 鑑)。 又 家 康が義 直に 与へ た大纏 は、 朱の^ W¥ 

大幅 掛に 白い 葵の 丸 を 書き、 頼宣の は、 朱の 六 幅の 四 

半であって、 めいく 其 外に、 馬 印 を も 貰 ひ 受けて 居 

る (大阪 軍記)。 又、 同じ 書物に ある 八 田. 菅沼 等の 人々 

の 天 王 寺で 拾うた 円居 は、 井桁の 紋の 茜の 四 半で、 別 

に 馬 印 もあった ので ある。 



三 まといとば れんと 



諸将 から 仰望 せられた 清 正の まとい は、 だしに 銀 金具 



のば りんと 思 はれる ものが ついて ゐる。 馬 印 は 別に、 

白地に 朱 題目 を 書いた 物で ある (清 正 行状 記)。 此¥ 

^jr、 一 にば れんと 言 はれた さし 物の 動きが、 敵 御 方 

の 目 を睜ら せた 処 から、 指し物にば れんと 言 ふ 一 類が、 

岐れ 出た ものと 思 はれる。 

一 体 は、 後に 変化 を 遂げた 形から 類推して、 

葉蘭の 形 だとす る 説 も ある 様で あるが、 此は疑 ひなく、 

ばりんで ある。 ねぢ あやめと も 言 ふ鳶尾 草に 似た 馬藺 

を 形った 金具の^ 3 をつ けたからの 名で あらう。 棕梠 

の 紋所との 形 似 を 思 はせ る此 だし は 「輪 貫き」 を 中心 

にして、 風車の 様に、 四方へ 丸形に 拡 つて 居る。 唐 冠 



兜の 後 立ても、 此と 一類の 物で あらう。 前に も 述べた 

通リ、 神事の さし 物に は、 薄の 外に 荻 • かりやす を も 

用ゐ るから、 植物学 的の 分類に 疎かった 古人が、 菰- 

菖蒲 • 鳶尾 草な ど を 同類と 見て、 戦場の 笠 じる し . 

3^ にも 用ゐた 名残り だとい ふ 事 も 出来よう。 

ばれん の^ 3 をつ けた まといが 名 を 得た 処 から、 

"は此 さし 物に 欠く 事の 出来ぬ 要素と、 考 へられる 様 

になった らしい。 火消しの 纏 を 馬 簾と いふ 訣は、 簾の 

字 相応に 四方へ 垂れた 吹き 貫きの 旗の 手の 様な もの か 

ら出 たと 言 ふが、 此 をば れんと 言 ふ 事、 東京ば かりで 

はなく、 大阪 でも ある 事で あるが、 実は 「竿 止め」 に 



つけたば りんの、 吹き 貫きと 融合 を 遂げた 物と 見る ベ 

きで あらう。 摂津豊 能 郡 熊 野 田 村の 祭りの たて 物なる 

^7 の^ 3 に 吹き 貫き 形で はなく、 四方へ 放射した ぶ 

りき 作りのば らんと 言 ふ 物が つく。 此処に もば りんと 

^-3 の 関係 は 見えて 居る。 金紋 葵の^ 3 に、 緋の^^ 

W をつ けた 家 康の馬 印 は、 後世の まと い の 手本と も 言 

ふべき 物で ある。 此頃 既に、 まとい • 馬 印の 形式が、 

混雑して 居た とすれば、 其 使 ひ 道から 見て、 此を まと 

とも 言うた 事が あつたで あらう。 ばれん • 馬 印が 形 

式 上 区別が 無くなっても、 初めの 中 は、 僅かながら、 

用途の 差違 は、 知られて 居た こと ゝ考 へる。 



まといの 要素た るば れんや、 張り 籠の 多面体が、 後の 

附加 だと すれば、 愈 彼 自身た て 物と 近づく ので、 旗の 

布 を 要素と しない 梓の 末流ら しく、 益考 へられて 来る。 

蒲 生家の^ 3^ が、 0^0 (蒲 生 軍記) 或は 熊の 毛の 

销 (古 戦録) と 言 ふ 名で、 其 猛獣の 皮が 捲いて あった 

とい ふ 事実 は、 愈す たんだ あど 一 類の 物と して、 

z> • 自身た て 物の 源流ら しい ものが あった 事 を、 仄か 

して 見せて ゐ るので はなから うか。 やまとた ける 等の 

八尋捽 • 丈 部の 杖から まといに 至る 間に、 歴史の 表に 

顕れ ずして 過ぎた 年月が あまりに 長く、 又 可な り 縁遠 

く 見える。 W し、 幣束に 似た が、 奢 土 虱な 幡 旗の 



陰に、 僅かに 俤を 止めて ゐた 間に、 戦場の 梓 は、 都と 

かく 

交渉 少ぃ 道の はてく に竄れ て、 武士の 世になる と 共 

に、 又 其 姿を顕 したが、 長い 韜晦の 間に、 見 か はすば 

かり 変った 姿に なって、 其 或 物 は 家と 縁遠い 神々 • 精 

霊 を 竿頭に 斎 ひこめ て 居なかった とも 限らぬ。 

清 正の 様に、 強力 無双の 人で 無ければ、 振られ (清 正 

記) ない、 大 纏が 出来てから は、 纏 持ちの 職 も 出来た 

ので ある。 

江戸の 火消し 役 は、 住宅に まとい を 立て、、 若年 寄の 

配下に 三百 人 扶持 をう けたと 言 ふから、 巿中 出火の 折 

に は 其 まとい を 振りた て、、 日 傭人 足の指 図 をした の 



かの 多面体の 張リ 籠が 工夫せられ たので、 六十 四 本の 

中、 竿頭に^ 3 としてつ けた 物に は 籠 を 想 化し、 又は 

籠 其 物 を 使うた 物が 多い。 敢 へて 「籠目の まとい はこ 

はすと も」 と 豆 辰の 女房が、 夫 を 励ました 十番め 組の 

ものに は 限らない のであった。 

恐らく 小 まといなる 物が、 ある 武士の 国に 作り出され 

て、 大将 自身に 振って 居た のが、 出来るだけ 全軍の 目 

につく 様に とい ふ 目的から、 次第に 大きな まといに ェ 

夫し なほされ、 やがて は 大将 在 処の標 ともなつ たもの 

であらう。 

白 石 はかの 「甲 陽 軍艦」 の 記事から、 其 北条氏 起原 説 



を 採って ゐる (白 石紳 書)。 併し 今 一 歩 を、 何故 甲 州 方 

の 観察に ふみ 入れて 見なかった ので あらう。 其 形 は、 

考へ 知る 事 はお ぼっかな いが、 古く はまと いが 甲 州 方 

の 標識に なって 居た と 思 はれる 根拠 (関 八州 古 戦 録- 

甲 陽軍鑑 • 仙 道 記 • 平 塞録) が ある。 的 居な どに 交渉 

のない、 存外な 物の 名 を 言 ふ、 甲 州の 古い 方言が、 此 

軍器と 共に、 山の 峡 から 平野の 国々 に、 おし 出して 来 

たものと 言 ふ 想像が 出来ぬ でもない。 
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